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1 背景

本市の学校施設は、市が所有する施設全体の約50％（延床面積ベース）

を占めており、その多くが、昭和40年代から50年代にかけての児音牛徒

数の急増時に建設された建物です。これらの学校施設の老朽化は、本市が

抱える深刻な課題であり、今後、改修や修繕等に係る経費が一層増大して

いくだけでなく、改築時期等も一斉に迎えることとなり、短期間に多額の

財政支出が必要となることも危倶されます。

一方、国においても、インフラの維持管理・更新等の方向性を示す基本

的な計画として、「インフラ長寿命化基本計画(平成25年11月 インフラ

老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議)」が策定され、これに基づい

た行動計画として、「文部科学省インフラ長寿命化計画（平成27年3月)」

が策定されたほか、本市においても「千葉市公共施設等総合管理計画（平

成27年5月)」（以下、「総合管理計画」 という。 ）を策定したところであ

り、これらを踏まえて、個別施設毎の具体の対応方針を定める「個別施設

計画」を策定することが求められています。

また､本市では、「第2次千葉市学校教育推進計画(平成28年3月)」（以

下、「学校教育推進計画」 という｡）に掲げる「目指すべき子どもの姿」 と

「教育目標」（注1）に基づき学校教育を推進しており、学校施設の整備や

維持管理についても、これらを踏まえて行っていく必要があります。

2 目的

本計画は､本市の学校施設について、中長期的なトータルコストの縮減・

平準化を推進しつつ、安全性の確保や性能・機能の維持・向上を図ってい

くための方針を明らかにすることを目的とします。

｢~----~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~---------------------------------------------------------------------~--------------‐

｜注1 「目指すべき子どもの姿」 と 「教育目標」

学校教育推進計画では、 目指すべき子どもの姿を、「夢と思いやりの心を持ち、チI

ャレンジする子ども｣、教育目標を「自ら考え、 自ら学び、 自ら行動できる力をはく． i
くむ」として、掲げている。

L-------------------------------------------------------------------_____-------------________----------------------
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3計画の位置付け

本計画は、総合管理計画に基づく、学校施設に関する「個別施設計画」

として策定します。また、本計画を本市の個別部門計画として位置付け、

本市の総合計画（基本構想・基本計画及び実施計画） と連携・整合を図る

とともに、各年度の事業量や実施時期等については、本市の予算や国庫補

助の状況等を踏まえて、決定していきます。

【図表1－1】計画の体系イメージ

インフラ長野命化基本計画

》
》
》
一

文鄙科学省イン フラ長寿命化計国

（文銅学省行動計函）

恥

＆
ｒ
房

4計画期間

平成31年度～平成40年度

※中間年度である平成36年度を目途に見直すとともに、総合管理計画等の関

連計画の改定等にも適切に対応します。

5対象施設

本市が保有する学校施設（小学校・中学校・特別支援学校・高等学校）

を、本計画の対象とします。

平成30年4月1日現在【図表1－2】対象施設

－2‐

小学校 111校

中学校 55校

高等学校 2校

特別支援学校 3校

合計 171校
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第2

1 学校施設の運営状況等

（1）学校施設一覧

本市が設置する学校施設は、平成30年5月1日現在で小学校lll校、

中学校55校（市立稲毛高等学校附属中学校を含む)、高等学校2校、特別

支援学校3校の合計171校であり､総延床面積1,150,149㎡となっていま

す。

【図表2－1】学校施設一覧表 平成30年5月1日現在

‐3‐
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弱 川戸小学校

36山王小字枝

17小中台小学校

鞠大宮小字枚

胡｣小宜小学校

⑩千草台小学校
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設の実

※建築年度は、校舎・体育館の各棟のうち、最も古い棟の建築年度を採用

※小規模な建物（武道場、倉庫、部室等概ね200㎡以下の建物）や軽量鉄骨造の校

舎、プール、グラウンド等は含まない

※千城台南小学校と干城台旭小学校、千城台北小学校と千城台西小学校は、今後統合予定

※市立稲毛高等学校附属中学校は、併設型公立中高一貫教育校のため、市立稲毛高等学校に含める

※市立稲毛高等学校の生徒数・学級数は、上段が附属中学校、下段が高等学校

※養謹学校の生徒数・学級数は、上段が中学部、下段が高等部

※星久喜小学校と星久喜中学校は、生実分教室を含む
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（2）児童生徒数等の推移

本市の小学校児童数は、平成30年5月1日現在で48，142人（1,812

学級）であり、ピーク時である昭和56年(92,192人）の約52%です。
また、中学校生徒数は、平成30年5月1日現在で23，330人（752学

級）であり、ピーク時である昭和61年(45,260人）の約52%です。

なお､将来推計では､今後も学齢期人口の減少が続き､平成52年には、
平成30年比で約3割の減少が見込まれます。

【図表2－2】児童生徒数・学級数のこれまでの推移
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出典：千葉市教育委員会調べ

【図表2－3】学齢期人口（6～14歳）の将来推計
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（3）学校の分布状況

平成30年度現在における、本市の小・中学校の通学区域及び学校規模

別分布状況は図表2－5， 2－6のとおりです。

小学校については、学級数が11学級以下の小規模校が32校、 12～24

学級の適正規模校が72校、 25学級以上の大規模校が7校という分布状

況です。

中学校については、学級数が11学級以下の小規模校が24校、 12～24

学級の適正規模校が29校、 25学級以上の大規模校が1校という分布状

況です。

なお、平成36年度における、児童生徒数推計に基づく学校規模別分布

状況は、図表2－7， 2－8のとおりです。

小学校については、学級数が11学級以下の小規模校が40校、 12～24

学級の適正規模校が62校、 25学級以上の大規模校が7校となる見込み

です。

中学校については、学級数が11学級以下の小規模校が26校、 12～24

学級の適正規模校が28校、 25学級以上の大規模校は0校となる見込み

です。

上記をまとめた結果は、図表2－4のとおりです。児童生徒数の減少

に伴い、小中学校ともに、小規模校が増加することが予測されます。

【図表2－4】規模別学校数

※中学校には、「市立稲毛高等学校附属中学校」は含まない。
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【図表2－5】小学校学校規模別分布状況（平成30年度）

出典：第3次千葉市学校適正規模．適正配置実施方針（平成30年9月改定版）
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【図表2－6】中学校学校規模別分布状況（平成30年度）
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【図表2－7】小学校学校規模別分布状況（平成36年度）

出典：第3次千葉市学校適正規模・適正配置実施方針（平成30年9月改訂版）
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【図表2－8】中学校学校規模別分布状況（平成36年度）

出典：第3次千葉市学校衝r規模．憲正配置室旅方針（平成30年9月改訂版）
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（4）施股関連経黄の推移

本市の学校施設整備にかかる経費は、耐震対策の収束に伴い減少し、
平成27年度以降は概ね横ばいで推移しています。

また、平成24～29年度の6年間の平均は、約76億円/年です。

【図表2－9】施設関連経費推移
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（5）学校施設の保有量

本市は、延床面積約115.0万㎡(1,071棟）の学校施設を保有してい

ます。

そのうち、 92．2万㎡（878棟）の建物は、建築後30年以上が経過して

おり、全体の約8割に達しています。 さらに、築40年を超える建物は、

66.8万㎡（490棟）であり、全体の約6割を占めています。

その多くは、昭和40年代～50年代に集中して建築されていることか

ら、今後、改修・改築のタイミングも一斉に迎えることとなります。
L

【図表2-10】学校施設の築年別整備状況 平成30年4月1日現在

※校舎、体育館等を対象とし、小規模な建物（武道場、倉庫、部室等概ね200ITi

以下の建物）や軽量鉄骨造の校舎、プール、グラウンド等は含まれていない。
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（6）今後の維持・更新コスト

全ての学校施設を築60年で改築した場合（注2)、今後40年間で必要

となる施設整備費の総額は、 6,146億円（平均154億円/年） となり、過

去の施設関連経費の平均額である76億円/年の2．0倍に相当します。

また、前述のとおり、建築時期に偏りがあることから、前半20年間に

改築が集中することとなり、過去の施設関連経費の平均額の2．3倍に達
する見込みです。

【図表2－11】今後の維持・更新コスト（築60年で改築した場合）

Z4I区6皿8嗣

陛鶚当
１
１

川
底

８
年

雨
く

り０

<試算条件＞

○築60年で改築（注2）

○校舎、体育館について、各々の一番古い棟の建築年度を基準に改築

○改築までは20年周期で大規模改造を実施

○改築すべき年数を超えた建物は、今後10年以内に改築するものとし、改築費
用の10分の1の金額を10年間計上

○既存の床面積から平成30年度現在の空き教室分を除外して改築

○改築は2か年、大規模改造は単年度で費用を計上

○小規模な建物（武道場、倉庫、部室等概ね200㎡以下の建物）や軽堂鉄骨造

の校舎、プール等の改築・大規模改造費用は非計上

0－＝－－－==■■＝＝ローーーーーローーローーーーーーーローーーローーーーーーーーーーーーーーー＝＝ローーーーーーーーーーーーーーーーーーー＝■＝＝■ローーーーーー＝＝ローーーーーーーーーーーーローーーーー■ローーロ画一=ー--■■＝ー-＝＝W

l注2 「地方公共団体の財政分析等に関する調査研究会報告書（平成23年3月財団法人I

自治総合センター)」において、公共施設等の建築物の耐用年数を60年と仮定すると I
されていることを踏まえ、「60年」を目安とした。
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2学校施設の老朽化の実態

（1）構造躯体の健全性 ‘
鉄筋コンクリート造の学校施設の構造躯体（注3）について、健全性

を把握するため、コンクリートの圧縮強度や中性化（注4）の状況を調

査しました。

その結果、構造躯体については、概ね健全であることを確認すること

ができました。

なお、評価方法等の詳細は、後述の図表4－2に示します。

（2）構造躯体以外の老朽化

一方、屋上や外壁、内部仕上げ、設備等の構造躯体以外の部位につい

ては、経年劣化等が進んでおり、図表2－12に掲げる例示をはじめとし

て、老朽化による様々な支障が発生しています。

【図表2－12】構造躯体以外の老朽化に伴う支障等

■---ﾛｰﾛｰｰｰﾛｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ=■■=======ローローローー■■~===■■===-==-~---==一一一一-－－===－－＝===ローーーーーローーーーローーーーーーーーーーーーーー=ーローーローーーーローーローーーーーー可

i注3構造躯体 ・

建築構造を支える骨組みに当たる部分であり、柱や壁、梁等をさす。

i注4 コンクリートの中性化

年数の経過によりコンクリート内部のアルカリ成分が失われることをいい、コンク l

リートの中性化が進行すると内部の鉄筋がさびやすい状況となる。
Lローーーローーローーーーーーーーーーーー=■=一＝-＝＝-＝-ローローーー■‐=ﾛｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ==ﾛｰｰｰﾛｰﾛｰｰｰｰｰローーーーーーーーーーーーーーーー=＝--＝‐===---=一一一一一一一－－－－－－－
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屡罰これまでの取組み

個々の学校の状況に応じて、以下の取組みを実施
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これまでの取組み , ‘#.『､芝、、§ i内容 胃 ．

O改修エ事

O外壁改修

○トイレ改修

○屋根、屋上防水、外部建具の補修・更新
O内装、家具、内部建具、給排水設備、電気設備等の補修．更新
Oバリアﾌﾘｰ化

O給食室の改修

O不具合等のある部位の個別改修

Oその他 応急的な修錯等



3 ,堅ユ ーの目Eすべき姿

3‐面

学校施設は、教育活動を行うための基本的かつ重要な要素の一つであり、

学校教育推進計画に掲げる「目指すべき子どもの姿」 と「教育目標」の実

現に向けて、児童生徒のより豊かで発展的な学びを保障していくためには、

充実した施設環境を確保していくことが求められます。

同時に、学校施設は、地域住民等の多くの人々が関わる施設でもあり、

多様な利用者に配慮した施設づくりも求められるなど、時代の変化に応じ

た整備を実施していく必要も生じています。

一方、本市の学校施設は、昭和40年代から50年代にかけての児童生徒

数の急増時に建設されたものが多数あり、その施設の約80％が建築後30年

以上を経た現在、建物内外部や設備配管機器等の老朽化が進んでおり、 こ

れらへの対応が求められています。

さらに、少子高齢社会が進展する中で、本市の児竜生徒数が減少傾向に

あることを勘案し、学校環境の整備を実施する必要があります。

このような中で、本市では、施設の安全性の確保を第一とし、 さらに、

時代の要求に応じて、学習環境や生活環境の向上、地域との連携・協働等

も見据えながら、学校施設づくりを進めていきます。このため、下記のと

おり 「学校施設の目指すべき姿」を掲げ、今後の環境整備に取り組んでい

きます。

校施股の目指すぺき

○安全性の確保

学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす場であり、事故や事件

等が発生することのない、安全・安心で衛生的な環境を整えることが

不可欠です。

また、学校施設は、災害時における地域防災拠点（避難所等） とし

て、重要な役割を担っており、防災機能の強化という観点も重要です。

そこで、建物・設備の老朽化対策のみならず、地域防災拠点として

の安全性及び機能の強化を図る整備を行うことで、安全・安心で衛生

的な学校施設を目指します。

‐18‐
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篦2章学稚 皇､αE ヒ ヘ

○学習環境の向上

学校施設は、教育活動を行うための基本的な要素の一つであり、す

べての児童生徒に対して、充実した教育を十分に展開し、豊かな学び

を保障できるよう、多様な学習活動を可能とする環境を整えることが

必要です。同時に、将来における教育改革や学ぶスタイルの変化等に

も、柔軟に対応していくことができる学習環境を整備することも重要
です。

そこで、これらの点を考慮した整備を行うことで、児童生徒の学習

環境の向上を目指します。

○生活環境の向上

学校施設は、すべての児童生徒・教職員にとって快適な環境である

ことが求められる生活の場であることから、生活様式の変化や社会の

多様化等に留意し、機能性や利便性を高めることが重要です。

加えて、持続可能な社会の実現に向けて、学校施設においても、省

エネルギー化の推進等によって､環境負荷の低減を図ることが重要で
す。

そこで、これらの点を考慮した整備を行うことで、児童生徒・教職

員の生活環境の向上と環境負荷の低減を目指します。
ノ

○地域とともにある学校施設づくり

児童生徒の豊かな学びや健全な成長を支えるためには、学校だけで

なく地域が参画し、学校と地域との交流を通して、一体となって学校
教育を推進していくことが重要です。 ′

また、学校施設には、防災拠点としてだけでなく、地域住民や地域

で活動する様々な団体の生涯学習活動や地域活動の場としての役割

も期待されており、学校と地域とが連携・協働していくことで、学校

を核としたコミュニティづくりが推進されることなども見込まれま

す。そのため、学校施設が有効に活用され、地域から愛着を持って支

えてもらえる施設となるよう、少子高齢化等の社会の変化や各地域の

実情等を踏まえながら、周辺施設との複合化や地域活動の拠点確保等
についても検討を進めていく必要があります。

そこで、これらの点を考慮した整備を行うことで、地域とともにあ

る学校施設を目指します。
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1 施設整備の考え方

本市学校施設の置かれている実態を踏まえつつ､第3章において掲げた

「学校施設の目指すべき姿」を見据えて、今後整備を進めていくに当たっ

ては、以下のような課題が挙げられます。

○耐震対策を優先させてきたため、現状において、老朽化が進行した学校

施設が多数存在し、建物・設備の安全性を確保するだけで、多額の費用

を要する。

○これまで、新築・改築に当たっては、その都度必要となる性能・機能を

検討し､整備を実施してきたことから、明確な整備水準等が統一されて

いない。

○時代の変化に応じた整備を行っていくためには多額の費用を要し､現実

的には全てを実施することは困難であるため、「優先度」や「整備のタ

イミング(新築･改築時に対応するもの､速やかに実施するもの等)」

等について、検討が必要である。

’

このような中で､より効率的で効果的な学校施設整備を実施していくた

め、以下の考え方を基本的な方針として設定します。 ‐

施設の安全性・耐久性に関する考え方ｰ

設の安全性を確保しま

学校施設は、児竜生徒の学習・生活の場であると同時に、災

害時における地域防災拠点としての役割等も担っているため、

施設の安全性確保を最優先に考えます｡

建物･設備の老朽化対策や安全性の確保を計画的に進めるこ

とに加えて、人命等に関わる支障への対応や学校運営上不可欠

な修繕・工事等は、優先して実施します。

また、老朽化対策や安全性確保に向けて、従来の「改築」を

中心とする考え方から、適切な維持・保全を行うことで学校施

設の延命を図る「長寿命化」へ転換するとともに、学校適正配

置の見通しにも留意していきます。
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施設の性能・機能に関する考え方ｰ

本的な整備水準を確保しま

学校施設は、学校教育活動を行うための基本的な要素の一

つであるとともに、市立小中学校においては、定められた区

域への通学が基本となることから、原則として、すべての児

童生徒が、時代の趨勢にあった環境で等しく教育を受けるこ

とができるよう、基本的な整備水準を確保します。

多様なニーズへの対応を図りま

これからの時代に適した学校施設環境を整えるため、費用

対効果や実現可能性、整備のタイミング等を踏まえながら、

多様なニーズに対応するための施設整備を検討します。なお、

今後の社会の変化や時代の要求等にあわせて、基本的な整備

水準へ適宜反映します。

なお、

ます。

｢施設整備の考え方」を図示すると、 図表4－1のとおりとなり
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【図表4－1】施誇整備の考え方、

学校施醗の目指すべき姿
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2施設の長寿命化

老朽化が進んだ学校施設の安全性を確保するため､中長期的なトータル

コストの縮減・平準化を図りつつ、適切な予防保全（注5）を行い、施設

の長寿命化を図ります。（注6）

また、長寿命化の実現に向けて、以下の考え方を設定します。

（1）目概使用年数

計画的な施設整備を実施していくためには､建物の目標使用年数を定め

る必要があり、本市では、原則として目標使用年数を「80年」 と設定し

ます。（注7）

一方で、第2章2で述べた「構造躯体の健全性の調査」に基づき、一部

の建物については、図表4－2に示すとおり、コンクリートの圧縮強度や

中性化の深さの状況に応じて、 目標使用年数を「70年」または「60年」

と設定します。

なお、目標使用年数は、棟ごとに設定しますが、築年数が近い棟で構成

されている学校では、棟ごとに整備することで、工事が断続的となり、学

校現場や地域への影響が長期化する可能性もあります｡そのため、実際の

整備に当たっては、敷地の形状や校舎・体育館の配置、全体的な老朽化状

況等を勘案した上で、原則「学校単位」での改築・改修を検討し、効率化

を図ります。

一一一一■ー■■一一一一一一一===一一一一=一一一=~~ー－－－==一一一一=ー=ー==一=一=一ー一一一ローーーーー一一一一一==一一一一一=---■一一一一一=ー=可

I注5予防保全

故障や支障が発生する前に、計画的に補修や更新を行うこと。なお、反対に､.故障i

や支障の発生の都度、修理を行うことを、「事後保全」 という。

i注6校舎､体育館等を対象とし､小規模な建物(武道場､倉庫､部室等概ね200㎡以下の｜
建物）や軽量鉄骨造の校舎、プール、グラウンド等は、事後保全を基本とした適切な｜

管理を実施していく。

|注7 「建築物の耐久計画に関する考え方（昭和63年社団法人日本建築学会)」において、 I
建築物全体の望ましい目標耐用年数として、鉄筋コンクリート造の学校の場合、普通i

品質で50～80年とされていることから、 80年と設定

L_===-==.====一一一一=一一一=-----==----=_=一一一=====--.--=---====一===------=_====..==－－===----==一一=＝===------凸=_=_=-----====＝‐＝==＝
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【図表4－2】目標使用年数の設定フロー

1 1

『~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~1

1注4 コンクリートの中性化く再掲＞

年数の経過によりコンクリート内部のアルカリ成分が失われることをいい、コンク i

リートの中性化が進行すると内部の鉄筋がさびやすい状況となる。

i注8 コンクリートの設計基準強度

建物を造る上で基準とするコンクリートの圧縮強度

I注9 コンクリートの中性化深さの理論値

中性化理論式（浜田式）により算出した、中性化の進行度の予測値である。

【中性化理論式（浜田式)】・

中性化深さ (t)が30mに達する築後年数(T)を65年とした時の中性化係｜

数(C)に基づく予測式であり、 t=10×r(T÷c) (cはコンクリート面の仕l

上げにより異なり、コンクリート打放しの場合はC=7.2)で表わされる。

i注10耐力度調査

建物の構造耐力、経年による耐力．機能の低下、立地条件による影響の3点の項目 i

を総合的に調査.しi ｡-"""｣""4""､ '>=-"''L,(~'nDL,"'' ' m"''.' ､.'~=｡ i ｣I ． I ‘
L=－－ローーーーーーーーーーー==_=--=---=------＝一一一一一一一一＝------=====一ニーーーーーーーーーーﾛｰｰｰｰｰｰﾛｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰローーーーー.==ローーーーーーーーーーーーー一一一一一と_=－－=====

‐24‐

耐屋茎翠

且郷使用年数

80年 (681M

酎力度固丑函のに加えて校舎の必要性等を縁台的に判断

長寿命化 改築



（2）改修周期

目標使用年数まで､建物を使用するためには､適切な時期に適切な改修

を行う必要があり、改修周期を設定することが重要です。また、予め改修

周期を設定することで､建物の性能･機能の劣化を長期間放置することな

く、求められる水準まで引き上げる機会を定期的に確保することが可能と
なります。

本市では、図表4－3に示すとおり、築20年目と築60年目に原状回復

を目的とした大規模改造を実施するとともに、築40年目には、建物・設

備の性能･機能向上も含めた保全を行う、アップデート改修を実施するこ
ととします。

なお、大規模改造及びアップデート改修における実施内容については、

図表4－3下部に示すものを基本として､時代の要求に沿った整備となる

よう適宜見直しを行っていきます。また、各校の詳細な改修内容は、構造

躯体の健全性の評価結果や建物の必要性等を総合的に判断した上で､残り
の使用年数に応じて、決定していきます。

【図表4－3】改修周期のイメージ及び改修内容
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”‘第"章"鍔施設整備h基本力方針等

3基本的な整備水準

これまで、学校施設の新築・改築に当たっては、その都度必要となる性

能や機能を検討し、整備を実施してきました。

このような中で､昭和40年代から50年代にかけて一斉に建設された多

くの学校施設については、建築後30年以上が経過し、近年整備を行った

学校施設と比べ、性能・機能の乖離が生じています。

現状において、老朽化が進行した学校施設が多数存在し、今後、改修や

改築等を積極的に行わなければならない中で､老朽化対策とあわせて、施

設間の性能･機能の格差解消にも取り組んでいくことが有効です。そのた

め、学校施設の基本的な整備水準を以下のとおり設定するとともに、今後

は水準達成に向けて、順次整備を進めていきます。

なお、具体的な品質や数量等の詳細な内容については､各学校の状況等

に応じて検討を行い、適切な整備を実施していきます。 ．

また、学校施設に求められる基本的な整備水準は、その時代に応じて変

化していくものであり、今後の趨勢を踏まえながら、適宜見直していきま

す。

【図表4－4】基本的な整備水準
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※整備は、関係部局と連携のもと実施していく
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また､本市の小・中学校において整備されるべき特別教室については、

次の表に掲げる考え方に基づき設置検討を行います。

なお、この考え方に満たない既存の学校については､将来的に新たな余

裕教室が発生する場合等の段階において、整備を検討します。

【図表4－5】特別教宰詔置の考え方

』

小学較

中学校

※上記のAランクに位置付ける教室について、普通教室の不足対応等、や

むを得ず一時的に他の種類の教室へ転用を行う場合は、速やかに本来の

機能に復旧できるよう努めるものとします。

※学習形態の変化に対応する場合等､学校規模や学校の実情に応じて、巳.

cランクの複数教室を多目的室（複合的特別教室）として整備・活用す

、 ることを可能とします。

※特定の教科への用に供する教室を複数設置する場合は、その誇置趣旨に

よりランク付けを分けるものとします。（第二理科室、第二音楽室等）

、 ・学校全体としての指導計画上、特定の教科のための教室を普通学級

数に応じて複数設ける必要がある場合はAランクとします。

・特定の教科において、教科内での指導内容の態様、児童生徒の学年

の別や利便性等のため複数設ける場合はcランクとします。
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ランク 考え方 特別教室の種類

A 児童の学習環境において､固有の施設として標
準的に設置することが必要である教室

理科室､音楽室､図画エ作室､家庭科室

コンピュータ室､固＝宝

B
児童の学習環境を適切に整えるため､固有の施

設として設置することが望ましい教室
教育相談室､生活科室

C
児童の学習環境をより充実させるため､その有す

る機能を付加･考厘することを可能とする教室

視肢廿窒､児童令室､特別活動宝

外国語声、宝

ﾗンク 考え方 特別教室の種類

A
生徒の学習蛋境において､固有の施設として標

準的に設置することが必要である教室

理科室､音楽室､美術室､木エ室､金エ室
調理室､袖砺宝､コンピュータ室､図客室

B
生徒の学習環境を適切に整えるため､固有の施

設として設露るこ〃が望ましい教室
教育相談室､牛柱今宰苛進路指導室

C
生徒の学習理境をより充実させるため､その有す

る機能を付加･考慮することを可能とする教室
視聴覚室､特別禾動室､外国語教宰
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‘第4＝鐸f施設整備の基本的な方針等｡ ボ ビ

4学校適正配置に向けた取組みとの連携

少子化の進展等､子どもを取り巻く状況が変化する中で､学校教育本来

の役割を十分発揮するためには、一定の集団規模（学級人数)、児童牛徒

数や学級数を確保し、活力ある学校づくりを進めていく必要があります。

本市では、小・中学校の規模の適正化及び適正配置に向けて、学校・家

庭・地域・行政の四者の連携・協働で取組みの推進を図っていくために、

基準を定めるとともに基本的な考え方を明示するものとして｢第3次千葉

市学校適正規模・適正配置実施方針（平成30年9月改訂版)」（以下、「適

正配置実施方針」 という｡）を策定し、取組みを推進しています。このこ

とから、適正配置の進捗状況を踏まえ､今後の学校施設整備に取り組んで

いきます。

【第3次千葉市学校適正規模・適正国置実施方針（平成30年9月改IT版）】一部抜粋

葉市における学校の適正規模・誼r浬置の基

（1）適正規模の基準

小学校：各学年2学級以上、全体で12学級以上24学級以下

中学校：各学年4学級以上、全体で12学級以上24学級以下

＊中学校の各学年3学級以上、全体で9学級以上11学級以下は準適正規模

（2）通学距睦の基準及び通学区域の股定

①通学距離の基準：概ね、小学校4km以内、中学校6km以内

②通学区域の設定

＞中長期的に一定の学校規模を確保するとともに、全市的なバランスを考慮

します。

＞適正配置に伴う通学区域の設定に当たっては、次の観点にも十分に配慮し

ます。

○小学校と中学校の通学区域の整合性

○幹線道路、河川、鉄道等の通学環境 ．

○地域コミュニティとの整合

○地域及び学校の歴史的、沿革的な要因

匝函雰而芳詞
（1）検肘の方法

①小規模校

＞学校規模や学校間の距離を踏まえて、次のA～Cの方法を基本に検討を進

めます。
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|A小・中学校の一体的な適正配面

【要件】

○小規模（11学級以下）の小・中学校が存在する地域

○隣接する中学校間の距離が概ね2km以内など、地理的条件の課題が少ない

【方策】

○小・中学校ともに統合を検討します。

○複数中学校区の小・中学校の統合を一体的に検討します。
1

…褒而雇亮雨五画定琵圖
【要件】

○中学校は、準適正規模（9～11学級）以上の規模が確保されている地域

O小規模の小学校（11学級以下）が存在する地域

【方策】

○小学校の規模の適正化を優先し、第一に同一中学校区内の小学校との統

合を検討します。

○地域の実情を踏まえて、通学区域の調整や異なる中学校区の小学校との

統合も柔軟かつ慎重に検討します。

…
【要件】

O小規模（11学級以下）の小・中学校が存在する地域

○隣接する中学校間の距離が概ね2km以上など、地理的条件の課題が多い

【方策】

○第一に、小・中学校ともに統合の可能性を検討します。

○地理的要因などから同一学校種の統合によ馬演正規模化が困難であり、

小規模校であっても存続することが望ましい場合は、小学校段階・中学

校段階全体として集団規模を確保する観点から、施設一体型を基本とす

る小中一貫教育校化を検討します。 ‘

Oなお、小中一貫教育校化に当たっては、教育課程や指導形態のエ夫、家

庭。地域との連携・協働体制の構築など、小中一貫教育のメリットを最

大限生かします5 へ

②大規模校

＞大規模校（25学級以上）への対応としては、大規模校となる期間、当該校

の校地面積や学校施設等の物理的条件を考慮し、次の方策を基本に、学校

及び地域の実情に即した最適な方策を検討します。

【方策】

○近隣の学校との通学区域の調整

○学級以外の教室（余裕教室等）の改修や仮設校舎の建設

○中長期的に大規模化や過大規模化、教室不足が見込まれる場合は、増築

や分教室の設置、新設校の設置



（2）対象校

[平成30（2018）年度算出の児童生徒散推計に基づく、平成36 （2024年度推計］

声適正規模を下回る学校を小規模校(11学級以下)、上回る学校を大規模校(25
学級以上）とし、毎年度算出する児童生徒数推計を基に、対象校を設定しま
す。

＞学級数は学級編成の弾力的運用を含んで算出することとし、小学校は1～4

年生：35人、 5．6年生：38人、中学校は全学年：38人で算出しています。
①小学校

O小規模校（11学級以下) :40校

○大規模校（25学級以上）：7校

②中学校

O小規模校（11学級以下）：26校［準適正規模校: 10校を含む］

（3）小規模校に関する取組みの優先度

＞適正規模を下回る小規模校のうち、学級数や児童生徒数によって取組みの優

先度を区分し、取組みを進める上での判断材料とします。

（4）具体的な検肘の枠組み

＞「小規模校に関する取組みの優先度」に加え、物理的な適正配置の可能性、

同一中学校区及び隣接する中学校区内の小・中学校の規模、施設の老朽化の

状況などを踏まえ、総合的な判断の基に順次、具体的な検討を進めます。

＞地域コミュニティとの関係性及び義務教育9年間の連続性の観点から、中学

校区単位の枠組みを考慮して検討します。
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．'"･5章：諫費氏α貝過しと今後の恥Eみ

1 将来費用の見通し

第4章で設定した方針に基づき､長寿命化を図ることを前提として将来

費用を試算すると、今後40年間の総額は5,685億円（平均142億円/年）

となり、第2章1 （6）で試算（築60年で改築した場合）した金額と比

較して、 461億円（平均12億円/年）の減となります。一方で、過去の施

設関連経費の平均額の1．9倍に相当し、長寿命化を図っても、これまで以

上に多額の費用が必要となることが見込まれます。

また、前半20年間の平均額は、 112億円/年となり、築60年で改築し

た場合の試算額と比較して、 66億円/年の減となります。しかし、長寿命

化に伴い改築時期が平成51年以降に集中するため､後半20年間の平均額

が、 173億円/年となり、 43億円/年の増となります。

長寿命化を図ることで、 40年間のコストを一定程度「縮減」すること

は可能ですが、改築時期の集中を避けることはできず､長寿命化だけでは

「平準化」を行うことは困難です。

【図表5－1】今後の維持・更新コスト（長寿命化した場合）

Ｉ
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僧5章 ！癖賓斥α貞通Lと今凄”ﾇｲE

＜試算条件＞

○棟ごとに目標使用年数を設定した上で、原則「学校単位」で改築

○築20年目と築60年目に大規模改造、築40年目にアップデート改修を実施

○改築及びアップデート改修をすべき年数を超えた建物は、今後10年以内にそ

れらを実施するものとし、費用の10分の1の金額を10年間計上

○既存の床面積から平成30年度現在の空き教室分を除外して改築

○改築、アップデート改修は2か年、大規模改造は単年度で費用を計上

○小規模な建物（武道場、倉庫、部室等概ね200㎡以下の建物）や軽量鉄骨造

の校舎、プール等の改築一アップデート改修・大規模改造費用は非計上

【図表2－11】今後の維持・更新コスト ＜再掲＞

(億円

400

知
柳
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加
、
、
釦
０
蒲

｝36H6511札

（年窟）

＜試算条件＞

○築60年で改築（注2）

○校舎、体育館について、各々の一番古い棟の建築年度を基準に改築

○改築までは20年周期で大規模改造を実施

○改築すべき年数を超えた建物は、今後10年以内に改築するものとし、費用の
10分の1の金額を10年間計上

○既存の床面積から平成30年度現在の空き教室分を除外して改築

○改築は2か年、大規模改造は単年度で費用を計上

○小規模な建物（武道場、倉庫、部室等概ね200㎡以下の建物）や軽量鉄骨造
の校舎、プール等の改築・大規模改造費用は非計上

i~~=~~~~~~~~Z~~=~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~---------------------------------------------------------------･j----------------:

：注2 「地方公共団体の財政分析等に関する調査研究会報告書（平成23年3月財団法人1

自治総合センター)」において、公共施設等の建築物の耐用年数を60年と仮定すると 1
. ﾛ

されていることを踏まえ、「60年」を目安とした。＜再掲＞
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驚黛韓鯛桑費氏の負通じ鰐蹴燕み

2財政負担の平準化と縮減に向けた検肘

（1）改築時期の平準化

前述のとおり、長寿命化だけでは「改築時期の集中」を避けることはで

きず、将来に大きな財政負担が発生します。

学校施設の安全性を確保しつつ､財政負担を平準化するためには､改築

時期の前倒しが必要です。

10年後（平成41年）から改築に着手していくと仮定し、改築時期の前

倒しを行った上で試算すると、直近20年間の平均額は、127億円/年とな

り、図表5－1と比較して、15億円/年の増となります。一方で、後半20

年間の平均額は150億円/年で、 23億円/年の減となり、一定の平準化が

可能となります。

また、改築時期の前倒しにより、改築までに行う改修（20年ごと）の

実施数も減少するため、 40年間の総額は5,544億円（平均139億円/年）

となり、 141億円（平均3億円/年）の減となります。

なお、今後10年間は、大規模改造及びアップデート改修、外壁やトイ

レ等の改修を実施することを予定しており、 27億円/年の減となります。

【図表5－2】今後の維持・更新コスト（改築時期を平準化した場合）

26肥8旧

陛豐豐当

‐34‐



5章:将来費一‘ 通しとﾑﾉの
■Ⅱ P

＜試算条件＞

○棟ごとに目標使用年数を設定した上で、原則「学校単位」で改築

○築20年目と築60年目に大規模改造、築40年目にアップデート改修を実施

○既存の床面積から平成30年度現在の空き教室分を除外して改築

○改築、アップデート改修、大規模改造は2か年で費用を計上

○小規模な建物（武道場、倉庫、部室等概ね200㎡以下の建物）や軽量鉄骨造

の校舎、プール等の改築・アップデート改修・大規模改造費用は非計上

○10年後（平成41年）から改築を開始

（2）学校適正配置に向けた取組み

「長寿命化」 と「改築時期の前倒し」により、一定のコスト縮減と平準

化を見込むことはできるものの､将来費用の増大自体を避けることはでき

ず、 さらなる縮減策を検討していく必要があります。また、「総合管理計

画」では、「今後30年間で、公共建築物の延床面積の約15%の縮減が必

要（注11)」とされており、学校も含めた公共建築物全体の総量縮減に向

けた取組みを進めていくことも求められています。

一方､少子化が進展する中で、学校教育本来の役割を十分発揮するため

には、一定の集団規模､児童生徒数や学級数を確保し、活力ある学校づく

りを進めていく必要があり、学校規模の適正化及び適正配置に向けた取組

みを推進しています。そこで、「適正配置実施方針」に基づき、小規模校

のうち「取組みの優先度」が高いと判断される学校（優先度I ．Ⅱの学校

が中心）に対する取組みが進むことにより、その結果として学校施設の総

量が縮減されることを想定し、将来費用の試算を行いました。

試算では、 40年間の総額は、 5,083億円（平均127億円/年） となり、

図表5－2と比較して、461億円（平均12億円/年）の減となるほか、第

2章1（6）で試算（築60年で改築した場合）した金額からは、1,063億

円（平均27億円/年）の減が見込まれ、学校施設の総量縮減に伴うコスト

ダウンにつながります。加えて、学校施設の総延床面積は14．9％の縮減

となる見込みです。

しかしながら、学校適正配置の取組みは､子どもの教育環境の改善を中

心に据え､保護者や地域住民の方々と合意形成を図ることとしており、図

表5－3の試算において仮定した進捗とならないことも十分に想定され

ることから、本計画を適宜見直す中で対応を図っていきます。

「~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~----------------------------------------------------------------------1

1注11総合管理計画において、「公共建築物の更新費用の必要額と現投資額の収支ギャップi
を、施設の延床面積を縮減することにより解消する場合、今後30年間で約15.7％のi

縮減が必要」 というシュミレーション結果が示されているi------------------------_________g_________________________==__:_=_:&_:____Z__________________________________jL----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------』
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【図表5－3】今後の維持・更新コスト（学校適I配置が進んだ場合）
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＜試算条件＞

【図表5－2】のく試算条件＞に、以下を追加

○統合に伴い廃校となる学校のうち、統合校の設置場所とならない学校は、

目標使用年数に到達した段階で校舎単位または体育館単位で解体

（目標使用年数到達までに必要となる改修費用と解体費用を計上）

さらに､学校適r配置の取組みに伴い結果として生じる学校跡施設を売

却した場合、図表5－4のとおりの試算結果となります。

売却に伴い､40年間の総額は､4,450億円（平均111億円/年）となり、

図表5－3と比較して、 633億円（平均16億円/年）の減となるほか、第

2章1 （6）で試算（築60年で改築した場合） した金額からは、 1,696
億円（平均43億円/年）の減となることが見込まれます。
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【図表5－4】今後の維持・更新コスト（学校跡施設を売却した場合）
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＜試算条件＞

【図表5－3】のく試算条件＞に、以下を追加

○「統合に伴い廃校となる学校のうち、統合校の設置場所とならない学校の

敷地」及び「平成30年度現在で学校用地として使用していない敷地」のう

ち、市街化区域に所在するものを売却し、売却益を改築費から減額

（3）施股規模の縮減

学校適正配置の取組み及び学校跡施設の売却が進むことを前提とした

場合であっても、 40年間の総額は、過去の施設関連経費の平均額の1．5

倍に相当し、依然として将来費用の抑制は不十分な状況です。

一方､本市の保有資産の有効活用という観点で考えた場合には､児音牛

徒数の減少にあわせて、個々の学校施設の規模の縮減を図る必要があり、

既存と同面積での改築ではなく､適切な施設規模を検討していくことが不

可欠です。

そこで、第2章1 （2）で述べたとおり、本市の学齢期人口が平成52

年には、平成30年比で約3割減少することが見込まれることを勘案し、

校舎について、既存面積から3割縮減して改築すると仮定した場合の、将
来費用を試算しました。

その結果、 40年間の総額は、 4,212億円（平均105億円/年） となり、

図表5－4と比較して、 238億円（平均6億円/年）の減となるほか、第

2章1 （6）で試算（築60年で改築した場合） した金額からは、 1,934
億円（平均49億円/年）の減となることが見込まれます。
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ただし、個々の学校施設の改築に当たっては、その時点の児童生徒数推

計等を踏まえつつ、変化する教育ニーズ等に応じながら、適切な施設規模

を検討します｡

【図表5－5】今後の維持・更新コスト（改築面積を縮減した場合）

24腿6睡81回

陛鮮
”H6UH八

（年産）

＜試算条件＞

【図表5－4】のく試算条件＞に、以下を追加

○平成30年度現在の校舎総面積に対して、今後40年間における改築後の校

舎総面積が70％（※） となるよう改築．

※学校適正配置の取組みの推進に伴う施設総量の縮減（図表5－3）及び

改築時の施設規模の縮減により、 70％となるよう試算

ノ

なお、前述の多様な条件設定による試算結果を比較すると、図表5－6

のとおりとなります。

いずれの試算においても、過去の施設関連経費の平均額（76億円/年）

は超える結果であり､大幅なコスト縮減に向けた具体的な取組みの検討を

進めていくことが不可欠です。
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E章 ：弓来 通しと今後印1
1

【図表5－6】今後40年間の施設整備費試算結果の比較
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図表2－11
築60年で
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78 130 54 （2.0倍） 6，146

図表5－1
長寿命化

した場合
12 73 42 （1.9倍 5，685

図表5－2
改築時期を

平準化した場合
27 50 39 （1.8倍 5，544

図表5－3
学校適正配置

が進んだ場合
22 32 27 （1.7倍 5，083

図表5－4
学校跡施設の

売却が進んだ場合
12 11 11 （1.5倍 4,450

図表5－5
改築面積を

縮減した場合
108 103 105 (1.4倍） 4,212



用の しと今の取

今後の取組み3

前述のとおり、これまでの試算結果は過去の施設関連経費の平均額を大

幅に上回っており、この状況は､現実的には財源の確保が難しい状況です。

また、少子化に伴う児童生徒の減少だけでなく、市全体の人口が高齢化

を伴いつつ減少していく中では､本計画の試算どおりに学校施設を整備し

ていくことは困難な状況であり、さらなるコスト縮減と財源の確保に向け

た以下の取組みを、早期に進めていく必要があります。

【図表5－7】干葉市の総人口の見通し
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（1）施設規模の縞減と汎用性・効率性の高い施設の整備

本市の児童生徒数が減少傾向にあることを勘案し､学校施設の改築を行

う際には､その時点における児童生徒数推計等を踏まえて、個々の施設の
必要規模（敷地面積や延床面積等）の精査を行います。

さらに、その後の児童生徒数減少の可能性についても視野に入れ､将来

学校以外の用途へ転用することや不要部分の切り離し（減築）等を、容易
に行うことが可能な汎用性の高い学校施設の整備､効率的な改築(低コス
トな方法等）についても、検討していきます。

（2）新たな視点を取り入れた学校適正配置の推進

子どもたちのより良い教育環境の整備と教育の質の充実を図るため､学

校の規模の適正化及び適正配置の取組みを一層推進することが､結果とし

て施設総量のさらなる縮減につながります｡また、学校施設の目標使用年

数や改修時期､施設規模等も考慮して、適正配置の具体的な検討を進める

ことで、改修費用等を縮減することも可能となる（注12）ため、連動し
ていきます。

さらに、これまでの学校適正配置に向けた取組みだけでなく、例えば、

徒歩圏域内に複数学校が存在する場合等において､圏域全体の児童生徒数

推計を見通した上で､学区の調整による学校規模の適正化や学校滴r配置

を戦略的に推進するなど､新たな視点での取組みについても検討を行って
いきます。

（3）他の施設との複合化

児童生徒数の減少等に伴い発生する学校施設の余剰スペースについて

は､児童生徒の安全確保等に十分配慮しつつ、資産の有効活用等の観点か
ら、以下のとおり周辺施設等との複合化を積極的に検討していきます。

ァ公共施股との複合化

子どもたちの豊かな学びや健全な成長を支えるために､学校と地域が

一体となって教育を推進していくことが重要であるほか､学校には地域
活動の場としての役割等が期待されていることなども踏まえ､地域の公

共施設との複合化について、検討していきます｡周辺公共施設との複合

化を図ることで、地域とともにある学校施設づくりを推進するほか、学

校を含めた地域の公共施設全体の総量縮減を図っていきます。

ローーーーーーーーーー■=~■=■一一一一一一-画~~±一一=~=~====一一■~=====凸一一===ロー■■=ローーーーーーーーーーーー■~=■===一一■=ローーーーーーーーーローーーー~~=■==~=一一====ローーーーーーローーーT

I注12 【図表5－3】のく試算条件＞に記載のとおり、廃校となる学校施設についても、 目｜

標使用年数までの間は､安全性確保のために必要となる改修費用等を計上しているが、 i
統合の時期によっては、これらの餐用は不要となり、更なるコスト縮減につながる。 l

L-==一一一＝＝..====----....=-----..､--＝＝＝‐=－===--=.=ﾛｰｰｰｰ､---=‐=====－－－==..一一=---=－．_=_==－==------=--=-----.ﾛｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ．＝一一＝_
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5 4 . 矛 割

第5章掲来費用の見通しど今後の取祖み

イ民間施設との複合化

公共交通の利便性の高い地域に位置しているなど立地条件等の良い

学校施設については、周辺公共施設に限らずに、民間施設等との複合化

も視野に入れて検討を行っていきます。民間施設との複合化により、資

産の有効活用が一層推進されるだけでなく、地域の賑わい創出に寄与す

ることなども期待されます。

（4）学校跡施設の有効活用

学校適下配置の取組みにより生じた学校跡施設については､財源の確保

や資産の有効活用の観点から、売却・貸付を推進し、学校施設の大規模改

造・改築等の原資につなげていきます。

（5）総合的な取組みの推進

例えば、「（1）施設規模の縮減と汎用性・効率性の高い整備」の検討の

際に、学校施設の余剰スペースを活用した「（3）他の施設との複合化」

の検討を行うことが有効と考えられるなど、前述の（1）～（4）は、総

合的に検討していくほか､地域の特性等も踏まえつつ､様々な可能性を考
慮しながら、取組みを推進していきます。

また、これらの検討は､本市の保有財産の有効活用に関する総合調整を！

行う財政局資産経営部と連携して、全庁横断的に取り組んでいきます。

なお、本計画は中間年度である平成36年度を目途に見直すこととして

おり、その際には、前述の（1）～（4）の取組みの検討結果や進捗を踏

まえるとともに､将来の教育の在り方や本市の施策展開を踏まえ、総合的

な視点から柔軟に対応していきます。
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日

第6 計画〔

1 改修等の優先順位付けの考え方

今後、改修を実施する際には、個々の建物の詳細な状況を把握し、整備

内容を決定していく必要があります。また、建物の状況は刻々と変化する
ものであり、構造躯体の健全性に基づいて設定した「目標使用年数」だけ

でなく、「構造躯体以外の劣化状況」等も踏まえながら、各建物の改修・

改築の優先順位を見直していくことも不可欠です。

本市では、構造躯体以外の劣化状況の評価に当たり、「学校施設の長寿

命化計画策定に係る解説書(平成29年3月文部科学省)」に示された以
下の考え方を、参考として用いることとします。

【図表6－1】（参考）構造躯体以外の劣化状況の評価方法

建物の各部位について、 目視と経過年数による劣化状況の岬価を行うとともに、各部位の総和を
100点満点で数値化する。

①評価基準

團根・屋上、外壁は目視状況により、内部仕上げ、冠気設備、捜械設備は部位の全面的な改
修年からの経過年数を基本に､ 4段階で評価

○屋根･屋上､外壁(目視による評価）

良好

劣化

O内部仕上げ､冠気設備､機械設備(経過年数による評価）

良好

』
劣化
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A 擬ね良好

B 部分的に劣化(安全上､捜能上､問題なし）

C 広範囲に劣化(安全上､機能上､不具合発生の兆し）

，

早急に対応する必要がある 。

(安全上､樋能上､問題あり）
(里体の耐久性に影昇を与えている）
(設備が故障し施設運営に支障を与えている） 等

評価 ‘基率

A 20年未満

B 20～40年

C 40年以上

，経過年数にかかわらず著しい劣化事象がある場合
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②侭今度の算定

①で評価した5つの部位について、下表の、部位の評価点と部位のコスト配分により、健全

度を100点満点で算定

O健全度○部位の評価点

総和（部位の評価点×部位のｺｽﾄ配分）÷60

※100点満点にするためにｺｽﾄ配分の合計値で割る。

※侭今度は、数値が小さいIまど劣化が進んでいることを示す。

<侭全庶計算例

○部位のコスト配分

屋上・屋根、外壁の状況は、建築基準法第12条に基づく点検とあわせ

て専門家による目視調査を行うとともに、内部仕上げ、電気設備､機械設

備については、経過年数による評価を行っていきます。

そして、これにより算定される「健全度」に加えて、「目標使用年数」

等も総合的に判断し、整備の優先順位の見直しを検討していきます。

2適切な点検の実施

学校施設を、目標使用年数まで､安全で良好な状態で維持していくため

には、適切な「点検」を行うことが不可欠です。また、点検の結果を踏ま

えて、改修や修繕を実施していくことで、より効率的で効果的な長寿命化

を行うことが可能となります。

学校関係者による日常的な点検に加えて､専門家による法定点検や定期

点検を適切に実施することで､故障や不具合の兆候を早期に発見し､予防

保全を推進していきます。

－44‐

評価点

"A， 100
融
梨 B＆ 75

C， 40

［，10

･蕊::劉,鷺 ，

識即位‘窯； コスト配分

量根#･蜂屋追 5．

鷺外壁
q~

1J

刺部仕上げ 22

鳶篭気設備 8．

奮檀椎設僻 ７



【図表6－2】点検項目等

※上記は例示であり、項目や周期等は必要に応じて見直すことがある。

3施設情報の管理

改修等の優先順位付けや施設の点検結果を踏まえた改修内容の検討等

を実施していくためには、建物や設備の規格・規模・経過年数等の基本的

な情報に加えて、工事履歴や点検結果等の情報も効率的に管理･蓄積して
いくことが有効です。

これらの情報を一元的に管理･蓄積し、関係者で共有することが可能な

仕組みづくりを検討し､効率的な学校施設の整備･維持管理を行っていき
ます。

4推進体制等の整備

変化する教育ニーズや社会の多様化等に対しても的確に対応していく

ためには､教育委員会各課に加えて、都市局建築部をはじめとした市長部
局との連携・協力が不可欠です。

以下に示す推進体制のもと、関係者の一層の連携を図っていきます。

‐45‐

‘ ．項目 周期

法定点検

建築基準法第12条に基づく点検

消防法第17条に基づく点検

電気事業法第39条、第42条に基づく点検

3年
(内容により1年）

1年
(内容により6ヶ月）

1年
(内容により1ヶ月）

定期点検

昇降機保守点検

躯体以外の劣化状況調査

学校施設課職員による訪問点検

1ヶ月

3年
f沽痙垂画匿爾1理に基づく

貞検とあわせて実施）

1年

日常点検 学校関係者による日常的な点検 日常的に実施



【図表6－3】推進体制イメージ
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議 案説明

千葉市学校施設長寿命化基本計画について、千葉市教育委員

会組織規則第8条第1号の規定に基づき、議決を求めるもので

あります。

夕

ﾛ

L


